
青木哲正 議員 

- 1 - 

発 言 通 告 書 

【件名及び発言の要旨】 

１ 保健師の人材育成と職務分担について 

(1) 本市保健師については、乳幼児や高齢者担当、障害者担当な
ど特定の層に特化した業務分担制をとっているが、近年は被災
地派遣等も多くなっており、あらゆる層に柔軟に対応できる能
力が求められている。今後も、本市保健師の対応すべき事態と、
その持てる対応能力が乖離したままでよいのか、市長に伺う。 

(2) 令和３年度の職員配置の際には、段階的に若い保健師が全年
齢への対応ができるような地区割担当制を視野に入れた組織改
正の検討が必要だと思うが、市長はいかがお考えか。 

(3) 将来的に本市保健師が応用範囲の広いオールマイティーな能
力を身につけれるよう、能力強化を図るための様々な方策を推
進すべきだと思うが、市長はいかがお考えか。 

 

２ 指定管理業務の分析と見直しについて 

(1) 市は委託している事業がどのように遂行されているか、業務
分析を行い、指定管理者に指導をする必要があると思うが、市
長はどのようにお考えか。 
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(2) 指定管理業務は、選考時のプレゼンテーションで提案された
内容がきちんと実施されているか、本来担当部局が確認・検証
しなければいけないと思うが、実際には、不明瞭な部分が多い
と思う。市長はこの点をどのように感じておられるか。 

(3) 指定管理業務の取組には、多くの問題が存在していることが
判明しているが、包括外部監査から指摘等を受けたことについ
ての市長の考えと、今後の対応をどのように進めていくのか、
市長に伺う。 

 

３ ファシリティマネジメント（ＦＭ）の推進と市役所の全部局の業
務協力について 

(1) ＦＭ戦略プランでは廃止という方向性で合意された青少年の
家をはじめとした施設の廃止進捗状況と今後の展開については、
市としてどのように具体的な取組がなされていくのか、市長に
伺う。また、これらの施設は、現在まで具体的な廃止の予定が
示されないのは、何らかの障害が存在して、効果的な廃止事業
が推進できないのか、併せて市長に伺う。 

(2) 廃止の方針が示されたにもかかわらず、廃止の実施が遅れる
ということは、今後の財政運営上、何の効果も生まない施設等
の管理費だけが支出されていくこととなるため､一日も早い廃
止の実現が求められるが、市長はどのように具体性を持って取
り組むおつもりか伺う。 

(3) ＦＭ推進においては、以前から行っている業務のうち、必要
度の高くない業務をいかに早く縮小することができるか、にか
かっていると思うが、この点について、市長の考えを伺う。 

(4) 学校の統廃合については一時検討結果が出たものの、コロナ
禍で社会環境が変わったため、可能な限り早く、今後の方向性
を出すべきではないかと思うが、教育長はいかがお考えか。 

(5) 廃校となった市立上の台中学校は、校舎を含めた跡地売却の
見通しが立っていない状況だが、購入者のめどが立たないまま
このまま放置されるのか、あるいは、私が以前から提案してい
る地域型のスポーツ施設としてリニューアルオープンを目指す
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ことなども視野に入れておられるのか、市長に伺う。 

(6) 千葉県佐倉市などの先進自治体では、一部の学校で学校プー
ルを廃止して民間プールに児童を引率し、指導は水泳の専門家
に依頼する形式をとっており、それが児童、保護者、先生から
高評価を得ている。これらの取組は今後の学校プール授業の主
流を占めるのではないかと考えるが、教育長はどのようにお考
えか。 

(7) 先進自治体の事例を参考にして本市でもトライアルを行い、
児童、保護者、先生などに評価をお願いすることで、今後の市
のプール授業の方向性も導き出せ、さらに学校のＦＭの取組に
方向性も見いだせるのではないかと思うが、このプール授業の
展開についてどのようにお考えか、市長と教育長に伺う。 

(8) 文部科学省作成の「学校施設の長寿命化改修」について 

ア 本市教育委員会には、文部科学省が唱える「学校施設の長寿
命化改修」の必要性の認識があるのか、教育長に伺う。 

イ 新型コロナウイルス感染拡大後の学校再編の考え方の中に、
「学校施設の長寿命化改修」が盛り込まれているのか、教育長
に伺う。 

ウ 昨年、自由民主党が関東学院大学のインターン学生と一緒に
市立桜小学校の建物検査を行った際には、本市のＦＭ戦略プラ
ンのチェックリストに現れないような瑕疵が多数発見された。
このような現状に鑑みれば、学校施設ごとの現実に即した老朽
化対策のプランが必要だと思うが、教育長はどのようにお考え
か。 

エ 文部科学省の発表に示されている「地域コミュニティの拠点
作成」を、スクールコミュニティとして考慮する必要があると
思うが、教育長はいかがお考えか。 

オ 新型コロナウイルス感染拡大の対応から、本市でも全面的に
取り組んでいるＧＩＧＡスクール構想の中に、「多様な学習内
容・学習形態による活動が可能となる環境への改修」が盛り込
まれるのか、教育長に伺う。 


